
物価高騰対応地方創生臨時交付金を活用した令和７年度６月追加補正予算の概要について

Morioka

○物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、エネルギー・食料品価格等の上昇による市民生
活や事業活動に対する影響の軽減や地域交通の維持などの支援事業を実施する。
補正額 134,755千円（内訳：令和７年度交付分109,597千円、令和６年交付分の執行残25,158千円）
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○実施する事業

(1) 福祉サービス事業所等指定事務 8,409千円 〔保健福祉部障がい福祉課〕
障がい者支援施設及び共同生活援助事業所を運営する法人に対して、食材費高騰分の補助を行い、利用者の処遇や健全な経営の維

持を支援。

(2) 軽費老人ホーム事務費助成事業 3,200千円 〔保健福祉部長寿社会課〕
軽費老人ホームに対して、食材費高騰分の補助を行い、利用者の処遇や健全な経営の維持を支援。

(3) 老人ホーム入所者援護事業 1,556千円 〔保健福祉部長寿社会課〕
養護老人ホームに対して、食材費高騰分の補助を行い、利用者の処遇や健全な経営の維持を支援。

(4) 介護事業継続支援事業 48,414千円 〔保健福祉部介護保険課〕
介護老人福祉施設や介護老人保健施設等を運営する法人に対して、食材費高騰分の補助を行い、利用者の処遇や健全な経営の維持

を支援。

(5) ひとり親世帯物価高騰支援事業 27,150千円 〔子ども未来部子ども青少年課〕
児童扶養手当受給世帯等に対し、１世帯当たり10,000円（２人以上の子がいる場合は２人目以降の子１人当たり3,000円を加算）の

電子商品券等を支給し、物価高が続く中でのひとり親世帯の生活を支援。

(6) こども食堂支援事業 810千円 〔子ども未来部子ども青少年課〕
こども食堂を運営する団体に対して、米の現物給付を行い、健全な運営の維持を支援。
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(7) 地域児童クラブ等運営事業 1,756千円 〔子ども未来部子ども青少年課〕
放課後児童クラブに対して、おやつ代を対象として、物価高騰分を委託料に上乗せ加算し、健全な経営の維持を支援。

(8) 私立児童福祉施設運営費助成事業 16,727千円 〔子ども未来部子育てあんしん課〕
私立保育所や認定こども園等に対して、副食費を対象とした補助により、健全な経営の維持を支援するための経費。

(9) 保育所管理運営事業 736千円 〔子ども未来部子育てあんしん課〕
公立保育所に対して、副食費を対象とした補助により、公立保育所の安定的な運営を維持。

(10) 工業振興事業 4,800千円 〔商工労働部ものづくり推進課〕
工業用LPガスを利用する事業者に対し、価格上昇分の一部を補助し経営の安定を支援。

(11) 観光基盤維持支援事業 2,000千円 〔交流推進部観光課〕
貸切観光バスの運転士確保を目的として、新たな運転士を雇用した場合に、運転士１人当たり40万円の支援金を支給。

(12) 公共交通利用促進対策事業 20,000千円 〔建設部交通政策課〕
路線バスの運転士確保を目的として、新たな運転士を雇用した場合に、運転士１人当たり40万円の支援金を支給。
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